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町長と

語ろう

▼
問
い
合
わ
せ
　
企
画
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
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３
５
）
０
３
５
６
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施
設
だ
よ
り

教
育
の
ペ
ー
ジ・き
ゃ
ん
ぱ
す
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よ
り

情
報
わ
い
ど

保
健
の
ペ
ー
ジ

各
種
相
談

情
報
わ
い
ど

情
報
ペ
ー
ジ

施
設
だ
よ
り

教
育
の
ペ
ー
ジ・き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り

情
報
わ
い
ど

保
健
の
ペ
ー
ジ

各
種
相
談

情
報
わ
い
ど

　

加
古
川
市
保
安
防
火
協
会
か
ら

寄
贈
を
受
け
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
、
地
域
の
民
生
委
員
の
協
力

を
得
て
消
防
団
員
が
順
次
取
り
付

け
て
い
ま
す
。 

　

設
置
す
る
の
は
町
内
の
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
（
安
心
ボ
タ
ン
）
利

用
者
の
う
ち
希
望
さ
れ
た
方
に

限
っ
て
お
り
、
年
末
ま
で
に
は
ほ

ぼ
取
け
付
け
が
完
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り

一
般
住
宅
な
ど
に
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
義
務
が
課
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

播
磨
町
消
防
団
で
は
、
年
末
防
火
運
動
に
合
わ
せ
、

12
月
26
日
㈯
か
ら
31
日
㈭
ま
で
の
間
、
夜
間
に
各
分
団

詰
所
を
拠
点
に
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て「
火
の
用
心
」を
呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

防
災
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
の
開
催

▼
期
間　

11
月
９
日
㈪
～
１
月
25
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
〔
12
月
27
日
㈰
～
１
月
４
日
㈪
は
休
館
〕

▼
場
所　

石
ヶ
池
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
防
災
情
報
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

Ｑ
．
播
磨
南
小
学
校
の
子
ど
も
の

見
守
り
隊
を
し
て
い
る
が
、
新
幹

線
の
側
道
は
車
が
多
く
子
ど
も
が

横
断
す
る
の
で
危
険
。
通
学
路
の

東
西
の
側
道
に
は
止
ま
れ
の
表
示

が
な
い

Ａ
．
登
下
校
の
安
全
は
、
老
人
会

の
方
々
な
ど
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
停
止
線
は
公
安
委
員
会
と

の
協
議
が
必
要
。
注
意
喚
起
の
看

板
は
町
で
設
置
を
検
討
す
る

Ｑ
．
小
学
生
が
渡
っ
て
い
る
の
に

高
校
生
が
自
転
車
で
通
る
。
町
内

の
高
校
に
は
、
申
し
入
れ
を
し
た

Ａ
．
先
生
方
も
頭
を
痛
め
て
お
ら

れ
る
が
、
改
め
て
校
長
に
お
願
い

を
し
て
お
く

Ｑ
．
北
池
に
防
災
広
場
が
で
き
て

周
り
も
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
高

校
生
の
一
部
生
徒
の
マ
ナ
ー
が
悪

いＡ
．
あ
わ
せ
て
校
長
に
伝
え
る

Ｑ
．
雨
が
降
る
と
新
幹
線
の
下
で

犬
が
糞ふ
ん

を
し
て
い
る
。
フ
ェ
ン
ス

を
破
っ
て
入
っ
て
お
り
、
修
理
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か

Ａ
．
フ
ェ
ン
ス
の
破
れ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
、
担
当
グ
ル
ー
プ
と

協
議
す
る

Ｑ
．
議
会
だ
よ
り
に
ご
み
や
犬
の

糞
は
条
例
で
取
り
締
ま
る
と
あ
っ

た
。
条
例
が
あ
る
と
現
場
を
見
た

と
き
に
積
極
的
に
言
え
る
。
早
く

条
例
化
し
て
罰
金
を
取
る
な
り
注

意
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い

Ａ
．「
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」

は
捨
て
ら
れ
た
場
合
、
土
地
の
持

ち
主
が
責
任
を
負
う
部
分
も
あ
る
。

現
場
を
見
た
と
き
誰
が
注
意
し
て
、

誰
が
罰
金
を
徴
収
す
る
の
か
と
い

う
課
題
も
あ
る

Ｑ
．
は
り
ま
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
今
の
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い

Ａ
．
テ
ル
ペ
ン
跡
地
の
南
側
に
つ

い
て
は
、
は
り
ま
病
院
に
土
地
を

鑑
定
に
よ
り
有
償
で
お
貸
し
す
る
。

契
約
を
済
ま
せ
て
お
り
、
年
明
け

に
工
事
に
か
か
る
。
平
成
23
年
3

月
頃
に
完
成
し
、
４
月
オ
ー
プ
ン

の
予
定
。

　
は
り
ま
病
院
は
２
次
救
急
の
病

院
な
の
で
、
他
の
医
療
機
関
と
も

う
ま
く
連
携
を
と
っ
て
も
ら
い
、

住
民
の
医
療
環
境
が
充
実
す
れ
ば

と
思
っ
て
い
る

Ｑ
．
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ
．
下
水
道
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

今
ま
で
は
工
事
費
用
を
下
水
道
の

使
用
料
に
反
映
せ
ず
に
、
毎
年
建

設
費
等
返
済
も
含
め
て
一
般
会
計

か
ら
６
億
円
ほ
ど
繰
入
れ
て
い
た
。

建
設
費
用
を
低
金
利
な
借
入
金
に

借
り
換
え
る
繰
上
償
還
の
条
件
と

し
て
、
県
内
市
町
で
６
番
目
に
安

い
使
用
料
の
適
正
化
を
国
か
ら
求

め
ら
れ
た
。

　
繰
上
償
還
を
す
る
と
、
利
益
の

差
額
で
約
２
億
円
、
免
除
さ
れ
る

補
償
金
の
１
億
円
と
合
わ
せ
約
３

億
円
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
、

住
民
の
方
に
値
上
げ
を
お
願
い
し

て
、
議
会
の
理
解
を
得
た
い
と
思

っ
て
い
る

10月23日(金)  午後2時45分～3時50分
二子北・いきいきサロン　参加者35人

播
磨
町
消
防
団 

寄
贈
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

消
防
団
員
が
取
り
付
け
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を

含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど

が
必
要
で
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納

付
見
込
み
額
で
す
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で

連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
ご
家
族
分
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
も
、
申
告
す
る
方
の
申

告
書
に
添
付
な
ど
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
０

※
年
金
の
こ
と
を
、
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
社
会
保
険
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.sia.go.jp/

国
民
年
金

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

▼
問
い
合
わ
せ　

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所　

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
０

届いていますか
新しい国民健康保険被保険者証
▶問い合わせ　保険年金グループ
　　　　　　　☎０７９（４３５）２５８１

　国民健康保険の被保険者証（カード）が、
12月１日（火）から新しい被保険者証（一般
…若竹色、退職者…白茶色）に変わりました。
医療機関にかかるときは、必ず窓口で新しい
被保険者証を提示してください。
　新しい被保険者証（カード）は、11月中旬
以降に加入世帯に郵送しましたが、まだ届い
ていない方や通知書が届いた方は、保険年金
グループで手続が必要です。
　古い被保険者証は、悪用防止のため、保険
年金グループあるいはコミセンまで返還して
いただくか、細かく裁断するなどして、各自
で処分してください。

　一年の労をねぎらいと未来の糧を、播磨ふれあいの家「多々
良木山荘」で語らいませんか。ご観賞スポットにロックフィ
ルの多々良木ダム・関西電力の奥多々良木発電所見学・あ
さご芸術の森美術館と施設内の露天風呂で心と体を癒して
ください。
▶ご予約・問い合わせ　播磨ふれあいの家「多々良木山荘」
　☎０７９（６７８）１４８１　�０７９（６７８）１４８２
　兵庫県朝来市多々良木1244-1
※つながりにくい場合「香寺荘」香寺支店でも受け付けでき

ます。　香寺荘　☎０７９（２３２）７７８８

年末年始うま鍋プラン
  播磨ふれあいの家「多々良木山荘」  

年末年始うま鍋プラン
忘年会・新年会・各種宴会承ります

１泊２食付　うま鍋12,800円より
牛肉すき焼き、牛肉しゃぶしゃぶ、かにカニ鍋、寄せ鍋、

寒ぶり（しゃぶしゃぶorすき焼き）、ちゃんこ鍋、ぼたん鍋
※他にもご要望に応じたお料理（すっぽんなど）を承ります

8
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情
報
ペ
ー
ジ

施
設
だ
よ
り

教
育
の
ペ
ー
ジ・き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り

情
報
わ
い
ど

保
健
の
ペ
ー
ジ

各
種
相
談

情
報
わ
い
ど

情
報
ペ
ー
ジ

施
設
だ
よ
り

教
育
の
ペ
ー
ジ・き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り

情
報
わ
い
ど

保
健
の
ペ
ー
ジ

各
種
相
談

情
報
わ
い
ど

　

昨
今
、
自
転
車
運
転
者
の
交
通
規
則
違
反
・
マ

ナ
ー
の
乱
れ
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
交
通
規

則
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

普
通
自
転
車
は
、
次
の
場
合
に
は
歩
道
通
行
が

可
能
で
す
。

①
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
て
い
る

②
運
転
者
が
児
童
・
70
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
で
あ
る

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て
や
む
を
得
な
い

　

た
だ
し
、
警
察
官
な
ど
が
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
て
指
示
し
た
時
は
、
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ
て
通
行
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
・
21
年
中
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
う
ち
自
転
車
利
用
者

に
主
に
係
る
も
の
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
違
反
し
た
場
合
、
道
路

交
通
法
の
規
定
に
よ
り
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

住
民
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
４

　
　
　
　
　
　
　

播
磨
町
商
工
会　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
１
６
３
０

　

は
り
ま
町
「
景
気
買
福
券
」
は
、
も
う
お
使
い
い
た
だ
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、
本
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
使
い
く
だ
さ
い
。

自
転
車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
へ

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
１
日
～
10
日
は
、年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

　
　
　
　
　
　
　

加
古
川
警
察
署　

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
０
１
１
０

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
り
ま
町
「
景
気
買
福
券
」
ご
購
入
者
の
皆
さ
ま
へ

傘を差す・携帯電話を使
用する・物を持つなど、視
野を妨げる・安定を失うお
それがある方法での自転車
の運転は禁止されています。

安全な運転に必要な周囲の
音声が聞こえない程度の音
量で、カーラジオ等を聞く・
ヘッドホンやイヤホン等を使
用するなどの行為は禁止さ
れています。

▽
町
長
賞

　

藤
原 

正
和
（
養
父
市
）　

▽
議
長
賞

　

田
口 

幸
子
（
明
石
市
）　　

▽
教
育
長
賞

　

飯
尾 

弘
子
（
明
石
市
） 　
　

▽
美
術
協
会
長
賞

　

大
辻 

眞
一
（
大
中
）

▽
奨
励
賞

　

前
田 

弘
江
（
稲
美
町
）

▽
奨
励
賞

　

井
上 

良
一
（
高
砂
市
）

▽
奨
励
賞

　

近
藤 

ま
き
子
（
大
中
）

▽
奨
励
賞

　

池
澤 

敏
男
（
加
古
川
市
）

▼
洋
画 

─
─
─
─
─

▼
日
本
画 

─
─
─
─
─
─

▼
陶
芸 

─
─
─
─
─
─
─

▼
写
真 

─
─
─
─
─
─
─

▼
書
道 

─
─
─
─
─
─
─

　

10
月
30
日
㈮
か
ら
11
月
３
日
㈫
ま
で
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
な
ど
で

「
第
57
回
播
磨
町
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
各
部
合
計
179

点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
６
５

第
57
回 

播
磨
町
美
術
展  

入
賞
者
（
敬
称
略
）

▽
町
長
賞

　

松
本 

節
子
（
姫
路
市
）　

▽
議
長
賞

　

中
川 

多
枝
子
（
北
野
添
）　　

▽
教
育
長
賞

　

木
下 

と
し
子
（
姫
路
市
）

▽
美
術
協
会
長
賞

　

杉
江 

喆
子
（
姫
路
市
）

▽
奨
励
賞

　

井
上 

き
み
子
（
南
大
中
）

▽
奨
励
賞

　

武
田 

純
子
（
赤
穂
郡
）

▽
町
長
賞

　

荒
木 

文
子
（
西
野
添
）　

▽
議
長
賞

　

大
西 

香
織
（
本
荘
）

▽
教
育
長
賞

　

西
尾 

式
部
（
西
野
添
）　　

▽
美
術
協
会
長
賞　
　

　

片
山 

早
苗
（
加
古
川
市
）

▽
奨
励
賞

　

平
郡 

修
治
（
本
荘
）

▽
町
長
賞

　

田
中 

安
彦
（
姫
路
市
）　

▽
議
長
賞

　

横
田 

敦
子
（
北
野
添
）　　

▽
教
育
長
賞

　

森
川 

清
美
（
た
つ
の
市
）

▽
美
術
協
会
長
賞　
　

　

岸
野 

章
（
加
古
川
市
）

▽
奨
励
賞

　

橘 

耀
子
（
明
石
市
）

▽
奨
励
賞

　

安
福 

稔
（
本
荘
）

▽
奨
励
賞

　

生
頼 

あ
い
子
（
明
石
市
）

▽
町
長
賞

　

岡
本 

勝
正
（
稲
美
町
）

▽
議
長
賞

　

藤
原 

貞
利
（
西
野
添
）　　

▽
教
育
長
賞

　

田
口 

俊
彦
（
西
野
添
）

▽
美
術
協
会
長
賞　
　

　

豊
沢 

良
行
（
加
古
川
市
）

▽
奨
励
賞

　

尾
崎 

郁
也
（
明
石
市
）

▽
奨
励
賞

　

玉
木 

弘
文
（
神
戸
市
）

▽
町
長
賞

　

大
西 
保
則
（
本
荘
）

▽
議
長
賞

　

鈴
木 

み
ゆ
き
（
神
崎
郡
）　　

▽
教
育
長
賞

　

中
島 

敬
治
（
加
古
川
市
）

▽
美
術
協
会
長
賞　
　

　

松
本 

久
（
北
野
添
）

▽
奨
励
賞

　

向
山 

壽
孝
（
上
野
添
）

▽
奨
励
賞

　

亀
井 

猛
（
古
田
）

▽
奨
励
賞

　

大
和 

康
（
野
添
）

▲「存在の証」藤原正和

▶「
和
歌
一
首
」荒
木
文
子

▲「湖上の民」松本節子 

▲「勝利の瞬間」岡本勝正

▼
彫
刻
・
工
芸 

─
─
─
─

兵庫県住宅再建共済基金　☎０７８（３６２）９４００
兵庫県 企画県民部 防災企画局 復興支援課
　　　　　　　　　　　　☎０７８（３６２）４３３９

兵庫県住宅再建共済制度
阪神・淡路大震災の教訓を生かした助け合いの制度

お近くの郵便局やインターネットでもお申し込みができます。
http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

● 住宅の構造、規模、築年数を問わず定額の負担金で加入できます。
● 地震保険等と併せて入ればより多くの再建費用を準備できます。
● 半壊以上の被害認定で、再建・購入・補修された場合に定額の給付金が
　支払われます。
● 兵庫県独自の制度で全ての自然災害（地震・台風等）が対象です。
● マンション共有部分への管理組合での加入が可能です。
● 複数年一括支払による割引もあります。

フェニックス共済に加入を

加入
されましたか？

〕〔 再建等給付金
給付金

※住宅が半壊以上の被害を受けた場合

1. 県外で再建・購入した場合は、1/2の額となります。
2. 賃貸住宅等については、別途制約があります。

補修給付金

居住確保給付金

給付額負担金

年額5,000円
初年度
月500円
上限5,000円 全壊で補修

大規模半壊で補修
半壊で補修

再建・購入

再建・購入・補修を
しない場合

200万円
100万円
50万円
10万円

600万円
給付金額給付対象

自然災害
発生

【３年】 14,000円（1,000円引き）
【５年】 23,000円（2,000円引き）
【10年】 45,000円（5,000円引き）

初年度 月500円

（　　　　　　　  ）〔 〕〔 〕＋加入初年度500円×月数
上限5,000円

フェニックスサポーター
はばタン

◀「白い雲」田中安彦

◀「四季の花籠」大西保則
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